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１．はじめに 

 近年，iPad などのタブレット端末の普及[1]に

より，様々な場所でモバイルメディアを楽しめ

る機会が増加している．しかし，乗り物内での

モバイルメディアの利用は，視覚情報と平衡感

覚の矛盾を引き起こし，動揺病の発症率を増加

[2]させる．そのため，視覚器官に車の加減速や

カーブ時の遠心力などの運動情報を与えること

で感覚の矛盾を解消し，動揺病を抑制する研究

[3][4]が行われている．しかし，既存研究[3][4]の

手法は車の運動情報を直接取得できる車載ディ

スプレイでの利用を目的としているため，重力

加速度や手ブレにより発生する高周波加速度が

混成されるタブレット端末で利用することがで

きない．また，タブレット端末視聴時における

手ブレは映像視聴者に不快感を与え動揺病を発

症させるため，動揺病を抑制するにはこの問題

を解決する必要がある．そこで，本研究では，

タブレット端末搭載のモーションセンサを用い

て，間接的に乗り物の運動情報を取得し感覚の

矛盾を解消する映像を表示させる．また，ビデ

オカメラを用いて，手ブレによって発生する映

像のブレを安定させる．これらの機能を併用す

ることで，乗り物内でのモバイルメディアの利

用における動揺病発症率の低減を実現する． 

２．研究の概要 

 本研究では，モーションセンサとビデオカメ

ラを用いて動揺病が発症しにくい映像を表示す

る手法を提案する．本システムの概要を図 1に示

す．入力データは，モーションセンサから取得

される加速度の値とビデオカメラから取得され

る動画像とし，出力データは，動揺病が発症し

にくい映像（図 2）とする．本システムは，1） 

 

 

 

 

 

 

感覚矛盾抑制機能，2）映像安定機能により構成

される． 

２．１ 感覚矛盾抑制機能 

 本機能では，モーションセンサが取得した加

速度の値を用いて，視覚情報と平衡感覚の矛盾

を解消する映像を表示する．本機能が表示する

映像は乗り物の加減速によって上下に動く横縞

のラインと，遠心力によって左右に動く縦縞の

ラインによって構成され，ディスプレイの外縁

部分にて表示する．まず，モーションセンサか

ら重力加速度を減衰させた直線加速度の値を取

得する．次に，直線加速度の値にローパスフィ

ルタを適用し手ぶれ成分を減衰する．さらに，

平滑化を行い直線加速度の値の動きを滑らかに

する．最後に，算出した直線加速度の値を基に

映像を動かし表示する． 

２．２ 映像安定機能 

 本機能では，ビデオカメラが取得した動画像

を用いて，手ブレによって発生する映像のブレ

を安定させる．まず，動画像のフレーム間にお

ける特徴点のオプティカルフローをリアルタイ

ムで算出する．オプティカルフロー算出には，

フレーム間における画像の輝度値の変化を利用
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図 2 表示映像 

図 1 本システムの概要 
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する LK（Lucas-Kanade）法[5]を用いた．次に，

算出したオプティカルフローを基に，実機の動

き推定を行い，映像が安定する補正を行う．な

お，ディスプレイに全画面で表示した映像に補

正を行った場合，映像の切れる部分が発生する．

そのため，映像は既存研究[3]と同様にディスプ

レイサイズの 80％に縮小させ表示する． 

３．実証実験と考察 

 本提案手法の有用性を実証するために，感覚

矛盾抑制機能における車の運動情報の取得精度

と映像安定機能における映像の安定精度を測定

し，実測値と比較を行った． 

３．１ 実証実験 

 今回の実証実験では，運動情報取得精度の比

較実験と映像安定精度の比較実験を行った．運

動情報取得精度の比較実験は，直線と右カーブ

が連続する道路を車で 2 周走行し，本提案手法に

よってタブレット端末が取得した車の加速度と

車載のモーションセンサが取得した実測値を時

系列に並べグラフ化し目視により比較を行った．

映像安定精度の比較実験は，まず，タブレット

端末の表示映像に対して固定したビデオカメラ

で撮影を行い，撮影した映像の特徴点を抽出し

追跡する．そして，本提案手法によって安定さ

せた特徴点の座標と実測値の座標をグラフ化し

目視により比較を行った．最後に，本提案手法

を複数名に体験してもらい，感想を求めた． 

３．２ 結果と考察 

 運動情報取得精度の比較実験結果（図 3 と図 4）

では，本提案手法によって実測値と類似した加

速度をタブレット端末から取得することができ

た．この結果から，既存研究[3][4]のような手法

がタブレット端末で実現することが可能である

ことを示した．また，映像安定精度の比較実験

結果（図 5）では，実測値の座標が激しく変動し

ている一方，本提案手法によって取得した座標

は原点からほとんど動いていない．これにより，

本提案手法によってタブレット端末に表示する

映像を安定させることに成功したことが分かっ

た．最後に，本提案手法を複数名に体験しても

らったが，動揺病を改善させる結果を得ること

ができなかった．これは，タブレット端末の動

き推定に微小な誤差が発生し，正確な補正がで

きなかったことが原因であると考えられる． 

４．おわりに 

 本研究では，タブレット端末搭載のモーショ

ンセンサとビデオカメラを併用し，動揺病が発

症しにくい映像を表示する手法を提案した．今

後の課題としては，乗り物の振動が大きい場合

でも，正確な運動情報の取得と映像の安定化を

実現することが挙げられる．これらはタブレッ

ト端末搭載の様々なセンサを組み合わせ利用す

ることで解決できると考えられる．今後は検証

を重ね，より動揺病の抑制が可能となるシステ

ムを構築する． 
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図 5 映像安定精度の比較 

図 4 遠心力の比較 

図 3 加減速の比較 
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